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ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス　

２
０
０
１
年
４
月
、
慶
應
義
塾
は
山
形

県
お
よ
び
庄
内
地
域
市
町
村
と
の
連
携
の

も
と
、
鶴
岡
市
に
「
慶
應
義

塾
大
学
鶴
岡
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
（
Ｔ
Ｔ
Ｃ
Ｋ
）」
を
開
設

し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は

中
核
と
な
る
「
慶
應
義
塾
大

学
先
端
生
命
科
学
研
究
所

（
Ｉ
Ａ
Ｂ
）」
の
ほ
か
、「
致
道

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
が
設
置
さ

れ
た
。

　

Ｉ
Ａ
Ｂ
は
Ｉ
Ｔ
と
生
命
科

学
を
融
合
さ
せ
た
「
統
合
シ

ス
テ
ム
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
」
の

パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
、
世
界

最
大
規
模
の
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム

解
析
（
代
謝
物
質
の
網
羅
的
解
析
）
の
施

設
を
有
し
、「
健
康
・
医
療
」「
環
境
」「
農
産

物
・
食
品
」
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
多
種

多
様
な
研
究
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

一
方
、「
致
道
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
は
鶴
岡

市
と
慶
應
義
塾
、
東
北
公
益
文
科
大
学
の

三
者
が
メ
デ
ィ
ア
を
共
有
・
共
同
管
理
す

る
新
し
い
タ
イ
プ
の
図
書
館
と
し
て
オ
ー

プ
ン
し
た
。
２
０
０
７
年
11
月
に
は
致
道

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
内
に
Ｉ
Ａ
Ｂ
が
「
か
ら
だ

館
が
ん
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
現
・
か
ら

だ
館
）」
を
開
設
。
地
域
貢
献
の
一
環
と

し
て
健
康
や
予
防
に
資
す
る
情
報
を
広
く

地
域
住
民
に
提
供
し
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｔ
Ｃ
Ｋ
は
広
々
と
し
た
自
然
豊
か
な

環
境
で
こ
そ
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
発
想

が
育
ま
れ
る

と
い
う
欧
米

型
キ
ャ
ン
パ

ス
を
目
指
し
、

美
し
い
自
然

環
境
の
中
で

伸
び
伸
び
と

新
し
い
サ
イ

エ
ン
ス
の
可

能
性
に
挑
戦
で
き
る
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
を

ハ
ー
ド
＆
ソ
フ
ト
両
面
で
整
備
し
て
き
た
。

　

ま
ず
大
き
な
理
念
と
し
て
、
最
先
端
の

「
研
究
」
と
若
い
発
想
と
情
熱
を
有
す
る

学
生
へ
の
「
教
育
」
を
切
り
離
さ
ず
、
融

合
さ
せ
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
象

徴
と
も
い
え
る
の
が「
バ
イ
オ
キ
ャ
ン
プ
」

だ
ろ
う
。
こ
れ
は
環
境
情
報
学
部
お
よ
び

総
合
政
策
学
部
の
学
生
が
１
年
間
（
ま
た

は
半
年
間
）、
Ｔ
Ｔ
Ｃ
Ｋ
内
の
学
生
寮
に

地
域
と
の
連
携
で
誕
生
し
た

「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

新
し
い
サ
イ
エ
ン
ス
を
創
生

「
研
究
」
と
「
教
育
」
を
融
合

鶴
岡
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パス
開
設
20
年

「
慶
應
義
塾
大
学
鶴
岡
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パス
（
Ｔ
Ｔ
Ｃ
Ｋ
）」
の
開
設
か
ら
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど
20
年
に
な
る
。

未
来
を
切
り
拓
く
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
と
し
て
未
知
の
先
端
領
域
に
果
敢
に
挑
戦
し
、

バ
イ
オ
分
野
で
の
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
開
発
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
Ｔ
Ｔ
Ｃ
Ｋ
。

地
方
創
生
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
そ
の
輝
か
し
い
足
跡
を
振
り
返
る
。
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を
取
得
し
て
研
究
者
を
目
指
し
た
い
生
徒

を
対
象
に
「
特
別
研
究
生
制
度
」
が
開
始

さ
れ
、
鶴
岡
市
・
酒
田
市
の
８
つ
の
高
校
・

高
専
か
ら
毎
年
6
〜
20
名
程
度
の
生
徒
が

参
加
し
て
い
る
。

　

同
じ
く
２
０
１
１
年
に
山
形
県
と
鶴
岡

市
と
の
共
催
で
始
ま
っ
た
「
高
校
生
バ
イ

オ
サ
ミ
ッ
ト
in
鶴
岡
」
は
、
全
国
の
高
校

生
が
夏
休
み
期
間
に
鶴
岡
に
集
ま
り
、
２

泊
３
日
の
日
程
で
生
命
科
学
に
関
す
る
自

由
研
究
の
成
果
発
表
や
未
来
の
バ
イ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
に
つ
い
て
議
論
す
る
貴
重
な
機

会
と
な
っ
て
い
る
。

　

開
設
か
ら
20
年
を
経
て
Ｔ
Ｔ
Ｃ
Ｋ
の
分

野
横
断
的
な
研
究
・
教
育
か
ら
、
こ
れ
ま

で
多
く
の
独
創
的
な
人
材
や
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
２
０
０
３
年
に
、
Ｔ
Ｔ
Ｃ
Ｋ
で

開
発
し
た
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
解
析
技
術
を
核

に
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
・
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。

２
０
１
３
年
に
は
東
京
証
券
取
引
所
マ
ザ

ー
ズ
市
場
に
上
場
、
日
本
バ
イ
オ
ベ
ン
チ

ャ
ー
大
賞
（
２
０
１
５
年
）
な
ど
数
々
の

栄
誉
に
輝
い
て
い
る
。

滞
在
。
最
先
端
実
験
施
設
を
利
用
し
て
生

命
科
学
の
実
験
実
習
に
取
り
組
み
、
並
行

し
て
自
分
の
研
究
活
動
を
進
め
て
単
位
を

取
得
す
る
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
大
学
院
進
学
希
望
者
に
は
政

策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
「
先
端
生
命
科
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
設
置
し
て
い
る
。
Ｔ
Ｔ

Ｃ
Ｋ
に
お
い
て
ゲ
ノ
ム
工
学
や
メ
タ
ボ
ロ

ー
ム
解
析
な
ど
Ｉ
Ａ
Ｂ
の
最
先
端
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
参
加
し
な
が
ら
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
授

業
も
遠
隔
で
履
修
。
２
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス

の
研
究
リ
ソ
ー
ス
を
分
野
横
断
的
に
利
用

し
な
が
ら
単
位
を
取
得
で
き
る
世
界
で
も

類
を
見
な
い
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

　

Ｔ
Ｔ
Ｃ
Ｋ
で
は
開
設
し
た
２
０
０
１
年

か
ら
例
年
夏
に
一
貫
教
育
校
の
生
徒
を
対

象
に
実
施
し
て
き
た
合
宿
形
式
の
「
慶
應

サ
マ
ー
バ
イ
オ
カ
レ
ッ
ジ
」
の
ほ
か
、
高

校
生
を
対
象
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
開
催

し
て
い
る
。

　

２
０
０
９
年
５
月
に
は
、
Ｔ
Ｔ
Ｃ
Ｋ
に

隣
接
す
る
山
形
県
立
鶴
岡
中
央
高
等
学
校

の
生
徒
が
放
課
後
に
Ｉ
Ａ
Ｂ
で
研
究
補
助

業
務
に
従
事
す
る
「
研
究
助
手
制
度
」
が

発
足
。
２
０
１
１
年
か
ら
は
将
来
博
士
号

　

米
国
の
国
防
総
省
や
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
も
成
し

遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
ク
モ
の
糸
を
人
工
的

に
作
り
出
す
研
究
開
発
を
成
功
さ
せ
た
こ

と
で
知
ら
れ
るSpiber

株
式
会
社
も
Ｔ

Ｔ
Ｃ
Ｋ
で
生
ま
れ
た
（
10
ペ
ー
ジ
「
塾
員

山
脈
」
参
照
）。
そ
の
ほ
か
に
も
Ｔ
Ｔ
Ｃ

Ｋ
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
計
６
社
あ
り
、
う
ち

５
社
が
鶴
岡
市
内
で
活
動
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
現
在
、
理
化
学
研
究
所
や
国
立

が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
も
鶴
岡
市
内
に

拠
点
を
設
け
、
Ｉ
Ａ
Ｂ
と
の
連
携
に
よ
る

研
究
活
動
を
展
開
。
最
先
端
の
科
学
技
術

拠
点
と
し
て
、
ま
た
ア
カ
デ
ミ
ア
を
中
心

と
し
た
地
方
創
生
の
成
功
例
と
し
て
、
い

ま
、
鶴
岡
に
熱
い
ま
な
ざ
し
が
注
が
れ
て

い
る
。

次
代
の
サ
イ
エ
ン
ス
を
担
う

志
あ
る
高
校
生
を
支
援

数
々
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
生
む

最
先
端
研
究
拠
点
と
し
て
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